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せんだい

せん
だい

せんだい

　

日
頃
よ
り
、
仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議

会
の
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
七
年
度
よ
り
、
新
た
に
会
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
大
曽
根
学
と
申

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て
、
改
め
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

は
「
学
び
合
い
」
と
「
支
え
合
い
」
の
組
織
で
あ
る
と
強
く

感
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
人
で
は
難
し
い
こ
と
も
、
皆
で

知
恵
と
力
を
持
ち
寄
り
、
よ
り
良
い
形
を
模
索
し
て
い
く
。

そ
う
し
た
積
み
重
ね
こ
そ
が
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
、

そ
し
て
豊
か
な
成
長
を
支
え
る
、
確
か
な
土
台
に
な
っ
て
い

る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
事
業
展
開
に
お
い
て
も
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動

を
重
視
し
、
そ
れ
を
支
え
る
立
場
と
し
て
各
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
、
そ
し
て
仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
が
あ
る
べ
き
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
盛
り
立
て
る
一
助
と
し

て
、
仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
事
業
を
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
年
度
の
重
点
目
標
は
、
以
下
の
三
点
で
す
。

①「
充
実
し
た
家
庭
生
活
の
中
で
心
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
る

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
実
践
」　

②「
家
庭
、
学
校
、
地
域
が
手
を
取
り
合
っ
て
子
ど
も
が
安
全
・

　

安
心
に
学
ぶ
環
境
を
整
え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
推
進
」

③「
多
様
化
す
る
時
代
に
対
応
し
た
し
な
や
か
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

　

の
検
討
と
推
進
」

こ
れ
ら
を
活
動
の
軸
と
し
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
各
校
・
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
密
に

連
携
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
意
思
疎
通
を
図
り
、
歩
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。「
協
議
会
」
の
名
の
と
お
り
、
立
場
や
地
域
を

越
え
て
意
見
を
交
わ
し
、
正
解
の
な
い
時
代
を
と
も
に
歩
ん

で
い
け
る
場
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
昨
年
度
よ
り
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
研
究

大
会
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

来
る
九
月
十
三
日
（
土
）、
十
四
日
（
日
）、『
第
五
七
回 

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会 

仙
台
大
会
』
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
変
化
の
激
し
い
現
代
に
お
い
て
は
、
人
と
人

と
の
心
の
繋
が
り
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る
未
来
（
居

場
所
）
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
一
歩
を
、こ
こ
仙
台
の
地
で
、

と
も
に
見
つ
け
出
し
て
い
け
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

仙
台
市
は
、
古
く
よ
り
「
学
都
」
と
称
さ
れ
、
数
多
く
の

高
等
教
育
機
関
に
恵
ま
れ
た
、
教
育
文
化
の
根
づ
く
ま
ち
で

す
。
大
会
で
は「
多
様
性
の
時
代
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、全
体
会
・

分
科
会
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
「
居
場
所
」
を
考

え
て
い
き
ま
す
。
多
様
な
分
野
の
講
師
を
お
招
き
し
、
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
共
に
考
え
を
深
め
る
場
と

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
、
心
よ

り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
一
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
へ
の
仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
募
金
活
動
に
際
し
、
多

大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
児
童
・
生
徒
の
皆

様
の
義
援
金
に
、
本
会
の
義
援
金
を
加
え
、
総
額
三
百
万
円

を
石
川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
へ
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。
能
登

地
方
は
い
ま
だ
復
旧
の
途
上
に
あ
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
お

見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様

に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
仙
台
市
・
仙
台
市
教
育
委
員
会
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
仙
台
市
内
の
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
、
日
本
最

大
の
社
会
教
育
関
係
団
体
の
一
翼
と
し
て
、
共
に
歩
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
内
一
八
六
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
一
層
の
発
展

と
、
そ
れ
に
携
わ
る
す
べ
て
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、
会
長
と
し
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
も
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
！　

邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

「
変
わ
っ
て
い
く
時
代
に
、
変
わ
ら
な
い
想
い
を
」

「
変
わ
っ
て
い
く
時
代
に
、
変
わ
ら
な
い
想
い
を
」

仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会　

会
長　

大
曽
根　

学

仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会　

会
長　

大
曽
根　

学
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令
和
七
年
度
役
員

顧

問

会

長

副

会

長

副

会

長

副

会

長

副

会

長

副

会

長

副

会

長

副

会

長

副

会

長

副

会

長

副

会

長

副

会

長

監

事

監

事

監

事

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

事
務
局
長

事
務
局
次
長

仙
台
大
会
事
務
局

（
前
市
Ｐ
協
会
長
）

（
東
仙
台
中
・ 

Ｐ
）

（
宮
教
大
附
属
中
・ 

Ｐ
）

（
広
瀬
中
・ 

Ｐ
）

（
台
原
中
・ 

Ｐ
）

（
東
仙
台
中
・ 

Ｐ
）

（
東
仙
台
小
・ 

Ｐ
）

（
大
野
田
小
・ 

Ｐ
）

（
郡
山
中
・ 

Ｐ
）

（
寺
岡
小
・ 

Ｐ
）

（
泉
松
陵
小
・ 

Ｐ
）

（
黒
松
小
・ 

Ｔ
）

（
将
監
中
・ 

Ｔ
）

（
高
砂
中
・ 

Ｐ
）

（
蒲
町
小
・ 

Ｐ
）

（
錦
ケ
丘
小
・ 

Ｔ
）

（
上
杉
山
通
小
・ 

Ｐ
）

（
田
子
中
・ 

Ｐ
）

（
古
城
小
・ 

Ｐ
）

（
長
町
中
・ 

Ｐ
）

（
南
光
台
東
小
・ 

Ｐ
）

（
南
吉
成
中
・ 

Ｐ
）

（
五
城
中
・ 

Ｔ
）

（
鶴
谷
小
・ 

Ｐ
）

（
東
仙
台
中
・ 

Ｔ
）

（
南
小
泉
中
・ 

Ｐ
）

（
南
小
泉
小
・ 

Ｔ
）

（
柳
生
小
・ 

Ｐ
）

（
向
山
小
・ 

Ｔ
）

（
長
命
ケ
丘
中
・ 

Ｐ
）

（
虹
の
丘
小
・ 
Ｔ
）

高
橋　

由
臣

大
曽
根　

学

湯
葢　

典
子

福
井　

崇
正

菊
池　

貴
志

木
村
ひ
ろ
み

及
川　

綾
香

佐
藤　

尚
志

石
川　

昌
征

鈴
木　

浩
志

田
牧　

幸
二

麻
生　

信
行

國
分　

晋
一

今
野　

英
治

林　

克
恵

舩
渡　

剛
史

家
村　

顕
自

皆
川　

忠
徳

横
道　

羽
玲

深
沢　

洋
介

佐
藤　

篤

千
葉　

恵
美

鈴
木　

裕
太

長
谷
部
美
紀

遠
藤　

滋

佐
々
木
朝
一
郎

菅
澤
美
香
子

永
野　

健
太

黒
須
功
太
郎

鈴
木　

啓
之

熊
谷　

敬
子

齋
藤　

浩
一

中
野
由
美
子

佐
藤　

真
奈

会　長
大曽根　学
（東仙台中・P）

副会長
湯葢　典子
（宮教大附属中・P）

副会長
福井　崇正
（広瀬中・P）

副会長
菊池　貴志
（台原中・P）

副会長
木村ひろみ
（東仙台中・P）

副会長
及川　綾香
（東仙台小・P）

副会長
佐藤　尚志
（大野田小・P）

副会長
石川　昌征
（郡山中・P）

副会長
鈴木　浩志
（寺岡小・P）

副会長
田牧　幸二
（泉松陵小・P）

副会長
麻生　信行
（黒松小・T）

副会長
國分　晋一
（将監中・T）

監　事
今野　英治
（高砂中・P）

監　事
林　克恵
（蒲町小・P）

監　事
舩渡　剛史
（錦ケ丘小・T）

新 役 員 の 顔 ぶ れ

仙台市P協
令和7年度
活動計画

仙台市P協
令和7年度
活動計画

仙台市P協
令和7年度
活動計画

〇代議員総会
〇役員会、常任理事会、理事会
〇区Ｐ連会長事務長会
〇仙台市教育委員会との
　教育懇談会（要望書提出）　など

〇日本ＰＴＡ・東北ＰＴＡ・指定都市ＰＴＡとの連携
〇各種コンクール表彰
　（三行詩・広報紙・ポスター「守ろう大切な命」・標語「大切なあなたへ」）
〇交通安全誘導活動
〇優良ＰＴＡ表彰
〇善行・篤行児童生徒表彰　　など

〇ＰＴＡ会長研修交流会
〇校長・ＰＴＡ会長教育研修会
〇ＰＴＡ指導者研修会（共催）
〇ＰＴＡフェスティバル
　　　　　　　　　　　など

〇各行事の広報活動
〇広報紙「ＰＴＡ仙台」
　　　　　　  編集・発行
〇最新情報「かわら版」発行
　　　　　　　　　   など

広報関係

会議関係研修関係

諸 活 動

会議関係研修関係

諸 活 動
広報関係

よろしくお願いします



　

六
月
七
日
（
土
）
に
令
和
七
年
度

第
一
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
研
修
交
流
会

を
、
今
年
度
行
わ
れ
る
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

研
究
大
会
仙
台
大
会
の
会
場
で
も
あ

る
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
展
示
棟
に
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中

に
も
関
わ
ら
ず
、
約
九
十
名
の
方
々

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
長
研
修
交
流
会
は
、
仙

台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
表
彰
や
今
年
度

の
協
議
会
活
動
に
つ
い
て
の
説
明
の

あ
と
、
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
う
に
あ

た
っ
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
仙
台

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
か
ら
お
話
を
し
ま

し
た
。
今
回
の
参
加
者
の
中
に
は
、

新
た
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
な
っ
た
方
が

多
か
っ
た
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
割
に

つ
い
て
、
仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
で

発
行
し
て
い
る
「
仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
紹
介
し
な
が
ら
、

そ
の
内
容
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
は
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
保
護

者
と
教
職
員
が
力
を
合
わ
せ
て
活
動

す
る
た
め
の
社
会
教
育
関
係
団
体
で

あ
る
こ
と
、
大
人
た
ち
の
学
び
の
場

と
し
て
も
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
最
近

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
任
意
団
体
で
あ
り
、

加
入
を
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
が
、
様
々
な
場
面
で
報

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
方
々

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
加
入
に
つ
い
て
の
説
明
を

す
る
際
に
は
、
自
ら
参
加
し
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

具
体
的
に
・
わ
か
り
や
す
く
・
丁
寧

に
説
明
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
身

近
な
活
動
と
捉
え
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
、
よ
り
参
加
し
や
す
く
な
る
こ

と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
よ
り
よ
い

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
す
る
た
め
に
、
地
域

と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
地
域
と
学
校
を
つ
な

ぐ
架
け
橋
に
な
れ
る
の
だ
と
い
う
こ

と
も
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
や
困
っ

た
と
き
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い

う
こ
と
も
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議

会
で
も
、
「
困
っ
た
と
き
の
相
談
相

手
」
に
な
れ
る
よ
う
に
、
研
修
会
の

企
画
や
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
の
情
報

提
供
を
考
え
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
の
皆
様
が
、
本
研
修
会
を
き
っ
か

け
に
他
校
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
、

情
報
共
有
し
な
が
ら
、
ご
自
分
の
地

域
や
学
校
に
合
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

形
を
見
つ
け
て
い
け
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
と
の
出
会

い
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ご
縁
を
大
切

に
、
皆
様
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会　

　
　

   

副
会
長　

木
村
　
ひ
ろ
み

令和７年度令和７年度 PTA 会長研修交流会　　　  ６月７日
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　仙台市ＰＴＡ協議会は、児童生徒の心身ともに健やかな成長と、ＰＴＡ会員が安心してＰＴＡ活動ができることを心から願っています。
日常生活やＰＴＡ活動においての傷害事故・賠償トラブル等は全く予想ができず、思いがけないところで起こります。このような事故に
対してＰＴＡ会員の皆様に、以下の補償を提供しています。なお、保険料はＰＴＡ協議会会費１,０００円に含まれておりますので、
保険料だけの集金はございません。 ＊「傷害補償制度」とは、学校契約団体傷害保険・ＰＴＡ団体傷害保険・ＰＴＡ賠償責任保険の総称です。

☆ＰＴＡ主催（共催）の行事に参加、活動中の傷害による治療・
死亡に対しての補償、活動に伴い発生した管理者としての
賠償責任を負担することで生じる賠償金を補償しています。
ＰＴＡ主催のスポーツ大会でケガをした
ＰＴＡ会議・総会中にケガを負った（往復途上含）
地域の草刈活動中に近所のお宅の一部を破損した
プール開放時に熱中症 ・・・等

☆学校管理下外で起きた傷害による治療・死亡に
対して保険金の請求ができます。
家庭内でのケガ
公園などで遊んでいてのケガ
スポーツをしていてのケガ
ＰＴＡ活動に参加してのケガ
登校、下校中のケガ
外来の手術 ・・・等

 保険期間：2025年4月1日(火)～ 2026年4月1日(水)       ※通院は90日限度・入通院合算で180日限度となります。

ＰＴＡ会員児 童 生 徒

❶事故が発生したら、保護者の方が事故受付センター（東京海上
日動安心110番）へお電話にて事故報告してください。

　■事故受付センター（東京海上日動安心110番）：0120-720-110（24時間365日）
その後、保険会社よりご連絡差し上げ、お手続きを進めさせて頂きます。
❷インターネット事故連絡
「東京海上日動　事故受付」と検索、東京海上日動
ＨＰよりインターネット事故受付が可能です。

❸右記ＱＲからの事故連絡
＊ご使用のパソコン・スマートフォン等によっては
アクセスできない場合があります。

＊所定のお手続き完了後に、ご指定いただいた口座に保険金をお
支払いいたします。また、事故に係わる情報につきましては所
属の学校と情報共有させていただきます。

事故が発生したら（３つのご連絡方法から選択して下さい）
※事故連絡の方法❶～❸いずれの場合でも、必ず“契約者名：仙台市ＰＴＡ協議会”とお申し出ください。
※②③の場合、「ご連絡事項」の欄に連絡先ご住所、携帯番号を必ず入力してください。ショートメー
ルにて保険請求手続きに関するご案内等させていただく場合がございます。

す。

●保険期間：2025年6月1日（日）～2026年6月1日（月）

25R-006346



大野田小

大豆油インキを使用しています

不足の場合は市Ｐ協事務局へ電話下さい。 ☎ 227－9545 FAX 227－9218

　

仙
台
市
立
大
野

田
小
学
校
は
、
仙

台
市
南
部
に
位
置

し
、
仙
台
市
営
地

下
鉄
南
北
線
の
始

発
駅
「
富
沢
駅
」

に
最
も
近
い
小
学

校
で
す
。
全
校
児

童
は
六
八
〇
名

と
、
仙
台
市
内
で

も
比
較
的
大
規
模

な
小
学
校
で
す
。

　

こ
の
大
野
田
小
学
校
が
あ
る
大
野

田
地
区
は
、
十
数
年
前
か
ら
区
画
整

理
が
進
め
ら
れ
、
現
在
も
発
展
を
続

け
て
い
る
地
域
で
す
。
歴
史
あ
る
街

並
み
と
新
し
い
住
宅
街
が
調
和
し
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
と
活
気
が
共
存

す
る
魅
力
的
な
地
域
で
も
あ
り
ま

す
。
一
方
で
、
道
路
整
備
や
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
一
部
が
発
展
に
追
い
つ
い

て
い
な
い
現
状
も
あ
り
、
児
童
の
登

下
校
時
に
は
地
域
全
体
で
の
見
守
り

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
野
田
小
学
校
は
二
〇
二
三
年
に

開
校
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
記

念
事
業
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
と
し

た
実
行
委
員
会
が
企
画
・
運
営
を
担

い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
未

来
へ
と
つ
な
ぐ
意
義
深
い
事
業
と
な

り
ま
し
た
。

　

大
野
田
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
児

童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
と
と
も

に
、
保
護
者
同
士
の
親
睦
を
深
め
、

互
い
に
学
び
合
う
こ
と
を
目
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん

連
れ
で
も
参
加
し
や
す

い
行
事
や
、
気
軽
に
関

わ
れ
る
活
動
を
企
画

し
、
誰
も
が
参
加
し
や

す
い
雰
囲
気
づ
く
り
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
・
安
全
に
学
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
地

域
と
協
力
し
て
安
全
な

環
境
づ
く
り
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
て
、
そ
れ
ま

で
に
な
か
っ
た
学
校
や
地
域
と
の
新

た
な
関
わ
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
大

き
な
魅
力
の
一
つ
で
す
。
実
際
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
学
校
や
地
域
の
様

子
を
「
見
て
・
聞
い
て
・
感
じ
る
」

こ
と
が
で
き
、
保
護
者
自
身
の
視
野

も
広
が
り
ま
す
。
多
く
の
保
護
者
が

忙
し
い
日
々
を
送
る
中
で
、
無
理
の

な
い
体
制
や
活
動
内
容
へ
の
見
直
し

を
進
め
、
誰
も
が
関
わ
れ
る
よ
う
工

夫
し
て
い
ま
す
。

　

特
徴
的
な
取
組
の
ひ
と
つ
に
「
給

食
試
食
会
」
が
あ
り
ま
す
。
保
護
者

が
児
童
と
同
じ
給
食
を
体
験
す
る
こ

と
で
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
安
全
性
、

調
理
の
工
夫
な
ど
を
知
る
貴
重
な
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
栄
養
教
諭
に

よ
る
給
食

や
食
育
の

話

も

あ

り
、
子
ど

も
た
ち
の

「
食
」
へ

の
理
解
を

深
め
、
家

庭
と
の
連

携
を
強
め

る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
体
操
着
バ
ザ
ー
」
で

は
、
サ
イ
ズ
ア
ウ
ト
や
卒
業
な
ど
で

不
要
に
な
っ
た
体
操
着
を
リ
ユ
ー
ス

す
る
こ
と
で
、
環
境
に
配
慮
し
な
が

ら
保
護
者
同
士
の
助
け
合
い
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
保
護
者

が
協
力
し
て
運
営
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
内
の

つ
な
が
り
を
育
む
良
い
機
会
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
地
域
の
祭
り
や

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
体
育
館
の
清

掃
活
動
な
ど
、
地
域
全
体
と
関
わ
る

活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
学

校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
連
携
し
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
こ
う
と
い

う
意
識
が
根
付
い
て
い
る
こ
と
も
、

大
野
田
学
区
の
大
き
な
特
長
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
野
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

は
、
「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
」
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
力
を
合
わ

せ
、
誰
も
が
無
理
な
く
関
わ
れ
る
、
持

続
可
能
で
開
か
れ
た
活
動
を
目
指
し
て

歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
野
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　
　

会
長　

佐
藤
　
尚
志

子どもたちの未来のために
　　学校・家庭・地域が一つになって
　　　　　　　　     ～仙台市立大野田小学校 PTA の取組～

　

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
仙
台
」
一
九
一
号
を
お
届

け
し
ま
し
た
。
ご
覧
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
曽
根
学
新
会
長
を
中
心
に
、仙
台

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
令
和
七
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。今
年
度
は
九
月
に

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
仙

台
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。大
会

主
題
は「
仙
台
で
織
り
な
す「
未
来
」〜

居
場
所
を
創
る
Ｓ
（
せ
ん
だ
い
）・
Ｄ
（
だ
て
の
）・
Ｇ

（
が
ん
ば
っ
ぺ
）・ｓ
（
さ
く
せ
ん
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で

す
。子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
を
守
り
、大

人
た
ち
の
交
流
を
広
げ
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。現
在
、実
行
委
員
が
精
力
的
に

準
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。大
会
の
様
子
は
、改
め
て
お
伝
え
す

る
予
定
で
す
。

　

今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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麻
生　

信
行

吉
野　
　

信

佐
藤　

幸
平

石
井　

恵
子

山
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宗
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中
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司

山
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一
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ゆ
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永
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健
太

髙
田　
　

塁

早
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圭
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泉
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